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	vol.203
	VRリハビリ機器「mediVRカグラ」の導入と取り組みについて
	介護老人保健施設ほのぼの苑は、老健施設としては東北地域で初めてとなるVRリハビリ機器「mediVRカグラ」を導入し、先進的なリハビリテーションの提供に取り組んでおります。  本取り組みは、秋田朝日放送「トレタテ！」にて紹介されたほか、秋田魁新報および湖畔時報にも掲載されるなど、各方面よりご注目をいただきました。  「mediVRカグラ」は、仮想空間を活用することで楽しみながら身体機能の維持・向上を図ることができる機器であり、利用者様一人ひとりの状態に応じたリハビリテーションの実施を可能としています。従来の訓練に比べ、意欲の向上や継続性の確保といった面でも効果が期待されています。  今後もスタッフ一同、専門性の向上に努めながら、より効果的で質の高い支援の提供を目指し、一人でも多くの利用者様にその効果を実感していただけるよう取り組んでまいります。
	■事業概要
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